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北九州市環境首都総合交通戦略 

１．概要 ■交通・物流ネットワークの基本的方向概要

理念 
・ 

方針 

（基本理念） 
『みんなの思いやりと行動が支える、地球にや
さしく安心して移動できるまち』を目指して

■交通・物流ネットワークの基本的方向

方針 さしく安心して移動できるまち』を目指して

～使おう公共交通、かしこくマイカー利用～ 
（基本方針） 
□超高齢社会における『市民の足』の確保 
□地球環境にやさしい交通手段の利用促進 
□利用しやすく安心で快適な交通体系の構築 

目標 
年次

（短期） Ｈ25 
（中期） 30年次 （中期） Ｈ30 

位置 
づけ 

平成17年度に実施したＰＴ調査を受け、公共交
通利用者の減少傾向に歯止めをかけ、短中期
に実現可能な施策をいち早く展開するため、今
後10 年間で取り組む戦略を都市交通ＭＰと一後10 年間で取り組む戦略を都市交通ＭＰと一
体的に策定。 

総合交通体系（PT調査） ○ H17 

都市交通マスタープラン ○ H19

環境モデル都市 ○ H20認定 

戦略
策定

都市圏 
策定 
範囲 

市域 ○ 

特定エリアのみ 出典：北九州市基本計画(H21) 
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２．目標と指標 目標 指標

交通手段別分担率 ○ 

一定時間アクセス可能圏域人口(拠点等） 

中心部歩行者数

主

交
通 

中心部歩行者数 

自転車交通量 

公共交通カバーエリア ○ 

バス利用者数主
な
指
標 

バス利用者数 

鉄道、路面電車利用者数 

社

DID内人口密度 

中心部居住人口･公共交通ｻｰﾋﾞｽ圏域人口社
会 

中心部居住人口 公共交通ｻ ﾋ ｽ圏域人口

商品販売額 

交通事故件数、死傷者数 

環 CO2排出量 ○環
境 

その他 
指標 
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３．展開施策（１） 展開施策（ ）
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３．展開施策（２） 
■施策展開スケジュール 

展開施策（ ）
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■交通施策のまとめ 
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３．展開施策（3） 

施策分類 主要施策 

歩行者施策 ・徒歩・自転車の移動・利用環境の改善 
・道路緑化の推進 

自転車施策 自転車専 導自転車施策 ・自転車専用レーンの導入

公共交通施策 ・幹線バス路線の高機能化 
・筑豊電気鉄道の高機能化 
・通勤時の乗合い送迎バスの導入促進 
お かけ交通 支援強化・おでかけ交通への支援強化

・ＩＣカード乗車券の導入及び共通化 
・新規鉄道路線の検討（今後の検討課題）  
・次世代都市交通システムの検討（今後の検討課題） 

交通結節点 交通結節機能の強化交通結節点 ・交通結節機能の強化
・公共交通施設の案内情報の充実 
・駅前広場の整備 
・おでかけ交通と他交通機関との結節機能向上 
・バリアフリー化の推進 

自動車施策 ・都市計画道路の整備・都市計画道路網の見直し 
・鉄道連続立体交差化 
・都市高速道路の有効活用 
・新規道路の整備（今後の検討課題） 

駐車場施策 ・タクシー利用環境の改善 
・タクシー客待ち・荷捌きスペースの有効活用 

ＭＭ施策 ・モビリティマネジメントの実施  
・レンタサイクル･カーシェアリングの普及
・公共交通利用者に対する利用特典制度の普及 
・相乗り通勤の促進 
・エコドライブの推進、低公害車の普及 
・パーク＆ライド・サイクル＆ライドの促進 
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４．総合交通戦略の推進及び評価４．総合交通戦略の推進及び評価

【進捗管理の順序】 
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５．その他（戦略報告書の構成・特徴等）

■提供すべき公共交通サービスレベルと関係主体の役割 ■意識に関わる交通施策 

５．その他（戦略報告書の構成 特徴等）



九州 
沖縄 

9 
北九州市環境首都総合交通戦略 

■公共交通拠点と公共交通軸の設定 ■道路交通軸の設定道 交 設
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■公共交通人口カバー率と公共交通空白地域の算出 

◆公共交通人口カバー率 ８０％（７８８千人） 
◆公共交通空白地域   ２０％（２０６千人） 

※公共交通空白地域 
 ●鉄道駅から５００ｍ以上 
 ●バス停から３００ｍ以上 
  （高台地区（標高５０ｍ以上）のバス停は１００ｍ以上） 


